






 
 

この背景としましては、去年の Q2 というのは非常に利益率が上振れした四半期になります。去年





 
 

 



 
 

102 億円ということで、去年に比べまして 31 億円のプラスです。情報・通信の中では、映像関連

が唯一コロナの影響を大きく受けていた事業になります。 

カメラが売れない状況が去年の上期ずっと続いていたのですが、下期からカメラ向けの材料とレン



 
 

 

最後にバランスシートとキャッシュフローです。 

画面に出ている通りの数字でございますけども、少しコメントをしますと、キャッシュアロケーシ

ョン、あと株主還元について、基本的に方針・考え方は全く変わりません。 

キャッシュアロケーションにおいて、





 
 

データ流通量の成⾧に伴って、クラウドサービスプロバイダの設備投資額が増えていまして、

GAFAM の設備投資額は、CQ2 において過去最高水準を記録しました。 

このような状況下において、HDD は今後も中心的な役割を果たしていき、データセンターに出荷

されるデータ容量の 9 割ほどを占めると考えられます。 

 

当社が製造するガラス基板は、ハードディスクの中においてプラッタと呼ばれるデータを記録する

部品として使われます。 





 
 





 
 

 

この右下はモックの参考写真になるのですが、ガラス基板をこの先 0.38mm の板厚まで薄くし

て、ドライブ 1 台当たり 14 枚のプラッタを搭載するポテンシャルも持っています。 

今後も当社は顧客のニーズを汲み取って、ガラス基板の供給能力を高めていって、データドリブン

なこの世の中の発展に寄与してまいります。 

以上、極々簡単ではありますが、データセンター向けのハードディスク基板についてご説明しまし

た。 

  







 
 

日本のメガネレンズ市場の状況はいかがでしょうか。海外は徐々に回復してきましたが、日本の状



 
 

森




